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大腿骨頚部骨折の連携パスについて
～パスの活用から明らかになったこと～



はじめに
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当院での大腿骨頚部骨折連携パス
は運用開始から約５年を経て、概ね１
５０症例となった。今回、日々の看護業
務の中で連携パスを通じて見えてきた
ものを若干の考察を踏まえ報告する。



当院でのパスの運用について （入院
時）

《経過報告書》
《地域連携診療計画書》

＊原本は電子カルテ内にスキャン後、
カルテへ閉じる。
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パソコン上の流れ
入院患者のデータベース



当院での連携パスの運用について （退院時）

《経過報告書》

＊医師・看護師・リハビリスタッフ・ＭＳＷが必要事項
を記載。
＊ＭＳＷから連携先の急性期病院へ送付。
＊維持期の場合は、転医先へ送付。

＊在宅サービスを利用予定患者は、居宅介護支援
事業所に送付。
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パソコン上の流れ
①入院患者のデータベース



②経過報告書一覧



③経過報告書



《大腿骨頚部骨折地域連携診療計画退院時
指導書》

＊当院退院時は、医師・看護師・リハビリスタッフ・
ＭＳＷが必要事項を記載。

＊退院時に患者または家族へ経過を説明し、同意
を得た上でサインを頂く。

＊原本を患者へ渡し、コピーをＭＳＷから連携先の
急性期病院へ送付。
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大腿骨地域連携パス入院者
（Ｈ２２年７月～Ｈ２３年６月まで 総数３２件）
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市町村別
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手術から退院までに要した日数
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入院前・退院後の生活の場
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急性期病院からのパス送信時と当院入院時の日常
生活機能評価の差 （２８件中平均２．６４点）
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パスと当院入院初日に記載された日常
生活機能評価の点数について

・当院入院初日の点数がパスより高い：１８件

点数の差の平均値： ２．３３

・当院入院初日の点数がパスより低い：１１件

点数の差の平均値：２．９１
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考察

・男女比は約１：２と女性が多く、男性は７９歳、女
性は８６歳と女性が平均寿命が長いことも原因
考えられる。また骨粗鬆症の男女比１：３～４と女
性が多いことも考えられる。

・手術から退院までの在院日数が１１週を越える患
者は３２人中４人であり、骨融合の遅延・呼吸器
合併症があった。
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考察②

連携パスと、当院入院初日の日常生活機能
評価の差

・評価する時間によってケアの差はない？

＊連携パスより当院の点数が大きい

ＡＤＬ把握が不十分なことによる点数の変動。
↓

移乗・移動の発生によって２～３点の差が生
まれている。
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＊連携パスより当院の点数が小さい

入院初日の評価時、認知症の詳細が把握
できていない

↓

前医では認知面の項目で加点されている
が、当院では加点されていない。
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・日常生活機能評価の点数が、当院入院時に評価
した点数と連携パスの点数に差があれば、どの項
目に差があるのか確認し要因を考える。

・点数差が移乗・移動の面で発生した時には、リハ
ビリスタッフにＡＤＬのレベルを確認するなど情報収
集しオーバーケアをなくす等を、入院時早期にとれ
るようにする。認知面での点数に差がある時は、意
思伝達・指示理解の程度、危険行動に配慮しながら
看護ケアをしていく。

今後の課題



今後の課題

また、今回は都合上データは省きましたが、
パスの到達度を定期的に評価していない
ため、状態の把握が不十分である。そのた
め、退院時にパスの説明について、ほとん
どの看護師が不安を感じている。

今後は看護ケアを入院時より看護計画、到
達度に基づいて実践していく。
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ご清聴ありがとうございました。

地域連携パス合同会議に際して、日頃か
ら連携をしていただいている先生方並びに、
スタッフ、退院後の支援をしていただいて
いる皆様に感謝いたします。
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